
          

            

    

意

見

交

換

は

、

十

二

月

十

二

日

に

遠

野

教

育

児

童

会

館

、 

十

三

日

に

釜

石

・

遠

野

地

協

事

務

所

で

幹

事

会

に

あ

わ

せ

て

開

催

、

遠

野

会

場

に

は

十

月

の

遠

野

市

議

選

で

当

選

し 

                

                

た

小

松

正

真

議

員

、

釜

石

会

場

に

は

松

坂

喜

史

議

員

と

菊

池

秀

明

議

員

が

出

席

し

ま

し

た

。 

 
今

年

度

は

、

連

合

岩

手

の

統

一

要

請

書

と

し

て

案

が

示 

                

           

さ

れ

、

各

地

協

に

お

い

て

提

出

す

る

自

治

体

の

課

題

に

あ

わ

せ

て

要

求

項

目

を

選

択

し

て

要

請

書

を

ま

と

め

る

形

で

取

り

組

む

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

 

釜

石

・

遠

野

地

協

で

は

、

各

組

織

か

ら

の

意

見

を

ふ

ま

え
「

生

活

困

窮

者

対

策

」「

子

ど

も

の

貧

困

対

策

」

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

対

策

」

な

ど

を

は

じ 

                

           

め
「

教

職

員

の

多

忙

化

解

消

」 

「

ラ

イ

ド

シ

ェ

ア

導

入

阻

止

」

な

ど

の

課

題

も

含

め

、

さ

ら

に

釜

石

市

と

大

槌

町

に

は

震

災

復

興

の

要

請

も

加

え

て

提

出

し

ま

す

。 

 

十

二

月

中

に

要

請

書

を

提

出

し

、

一

月

に

各

市

町

と

意

見

交

換

を

行

っ

て

新

年

度

の

施

策

へ

の

反

映

を

め

ざ

し

ま

す

。

市

町

と

の

意

見

交

換

は 

改

め

て

報

告

し

ま

す

。 

               

                                      

 

釜

石

・

遠

野

地

協

は

二

〇

一

九

年

度

第

一

回

幹

事

会

で

釜

石

市

・

遠

野

市

・

大

槌

町

に

提

出

す

る

「

二

〇

一

九

政

策

制

度

要

請

」

に

つ

い

て

推

薦

議

員

と

意

見

交

換

を

行

い

ま

し

た

。 

推
薦
議
員
と
の
意
見
交
換
を
実
施 

 

（ ※ 次 の 項 目 を 基 本 に 各 市 町 の 課 題 に 応 じ て

項 目 を調 整 の う え 要 請 しま す 。）  

 

復 興 予 算 や 応 援 職員 の 確 保 、 生 活 全般  

も 含 め た ソ フ ト 面 の 復 興推 進 、 災 害 公 営 住  

宅 の 家 賃 軽 減 、 生 活 道 路の 整 備 、「 被 災 児  

童 生 徒 就 学 支 援 等 事 業 」の 継 続 な ど を 要 請  

雇 用 の 安 定、労 働 環 境・ 

労 働 者 福 祉 の 改 善 整 備 、中 小 企 業 支 援 策 の  

周 知 、各 種 審 議 会 等 へ の労 働 者 代 表 の 参 加、 

地 協 と の 定 期 協 議 な ど を要 請  

 

生 活 困 窮  

者 対 策 任 意 事 業 の 積 極 推進 、 子 ど も の 貧 困  

対 策 ・ ひ と り 親 家 庭 へ の支 援 体 制 強 化 、  

「 子 ど も 食 堂 」 へ の 支 援強 化 、 子 ど も を 守  

る 体 制 強 化 、 地 域 包 括 ケア シ ス テ ム の 推 進  

な ど を 要 請  

 

「 給 付 型 奨 学 金 」な ど の  

拡 充 、学 校配 分 予 算 の 十 分な 措 置 、教 職 員 の  

多 忙 化 解 消 、い じ め や 貧 困・虐待 に 対 応 す る  

体 制 確 保 な ど を 要 請  

防 災 対 策 の 推  

進 と 周 知 、公 共 施 設 等 の 危険 個 所 の 補 修・撤  

去 、「 ラ イ ド シェ ア 」を 導入 し な い こ と な ど  

を 要 請  

 

ハラスメントの防  

止 、性的指向・性自認（ＳＯＧＩ）に関す  

る 偏 見に基づく言動払拭対策の強化、研  

修 ・ 情報提供強化などを要請  

 

 

  
昨 年 は 右・釜 石 市 長 、左・大 槌 町 副 町 長 に 要 請 。 

 



                                      

          

連

合

岩

手

は

十

二

月

十

一

日

に

「

構

成

組

織

・

地

協

代

表

者

会

議

」

を

開

催

し

、

二

〇

一

九

年

十

二

月

に

結

成

三

〇

周

年

を

迎

え

る

に

あ

た

り

「

三

〇

周

年

記

念

事

業

実

行

委

員

会

」

で

検

討

を

進

め

て 

                      

         

き

た

記

念

事

業

の

「

基

本

計

画

」

を

報

告

し

ま

し

た

。 

 

三

〇

周

年

記

念

事

業

は

、

二

〇

周

年

以

降

の

一

〇

年

の

歩

み

を

振

り

返

る

と

と

も

に

、

四

〇

周

年

に

向

け

た

運

動

発

展

の

決

意

を

示

す

事

業

と

し

て

実

施

し

ま

す

。

あ

わ

せ

て 

二

〇

周

年

以

降

の

最

も

重

要

な

テ

ー

マ

で

あ

っ

た

「

東

日

本

大

震

災

か

ら

の

復

興

・

再 

         

釜

石

・

遠

野

地

協

は

一

二

月

一

〇

日

に

「

第

一

回

地

協

青

年

委

員

会

活

動

を

考

え

る

会

」（

仮

称

）
を

開

催

し

、「

考

え

る

会

」

と

し

て

の

当

面

の

取

り

組

み

の

考

え

方

に

つ

い

て

意

見

交

換

を

行

い

ま

し

た

。 

 

意

見

交

換

の

中

で

、「

考

え

る

会

」

の

イ

メ

ー

ジ

や

取

り 

         

生

」

に

は

た

し

て

き

た

役

割

の

再

確

認

と

今

後

の

取

り

組

み

へ

の

決

意

を

明

ら

か

に

す

る

事

業

と

し

て

も

位

置

付

け

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。 

 

具

体

的

に

は

、

二

〇

二

〇

年

二

月

に

、

岩

手

出

身

の

著

名

人

を

迎

え

て

の

震

災

か

ら

の

復

興

・

再

生

を

テ

ー

マ

に

し

た

ト

ー

ク

イ

ベ

ン

ト

を

開

催

す

る

ほ

か

、

同

じ

く

二

月 

         

組

み

の

考

え

方

に

つ

い

て

共

有

し

た

と

こ

ろ

で

す

。 

 
基

本

的

に

は

、

青

年

組

合

員

自

身

が

課

題

や

取

り

組

み

を

議

論

す

る

こ

と

と

、

議

論

を

始

め

る

前

に

会

議

形

式

で

は

な

い
「

顔

合

わ

せ

」「

心

合

わ

せ

」

を

す

る

機

会

が

必

要

で

あ

る

こ

と

が

共

有

さ

れ

た 

         

に

「

も

り

お

か

雪

あ

か

り

」

の

雪

像

製

作

、

六

月

に

釜

石

尾

崎

半

島

山

林

火

災

現

場

へ

の

植

林

な

ど

を

行

い

ま

す

。 

ま

た

三

〇

周

年

記

念

誌

の

発

行

も

予

定

し

て

い

ま

す

。 

 

実

行

委

員

会

で

は

二

〇

一

九

年

九

月

を

目

途

に

「

記

念

事

業

実

施

計

画

」
を

策

定

し

、

具

体

的

な

内

容

を

決

定

す

る

予

定

で

す

。 

         

こ

と

か

ら

青

年

組

合

員

だ

け

の

「

交

流

会

」

を

開

催

す

る

こ

と

を

確

認

し

ま

し

た

。 

 

「

交

流

会

」

は

一

月

二

二

日

（

火

）

一

八

時

三

〇

分

～

釜

石

市

「

丸

藤

」

で

行

い

ま

す
（

千

円

会

費

）
。
男

女

問

わ

ず

青

年

組

合

員

の

積

極

的

な

参

加

を

お

願

い

し

ま

す

。 

                                      

 

 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
・
記
念
誌
発
行
・
尾
崎
半
島
へ
の
植
林
な
ど 

 

青
年

組

合

員
だ
け
の 

「
交
流
会
」
を
開
催 

 

２ ０ １ ８年 ６月 に行 った尾 崎 半 島 への植 林 。 ２ ０ ２ ０年 は連 合 岩 手 ３ ０周 年 記 念 事 業 とし て取 り組 む 。  

  

https://www.tohoku-rokin.or.jp/campaign/winter-2018.html?

